
参考 ：事業協力実施年度

Ⅰ.輸送の効率化（少頻度多量輸送）の評価

2017

　鉄柵コンテナ、パレットを使用し1回あたり101台を輸送をしており、少頻度多量輸送を実施していると認められる。
Ⅱ.その他 市町村の責務の遂行状況の評価
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海上輸送の方法：特定家庭用機器廃棄物を積載した鉄柵コンテナ、パレットを船舶に積み込み輸送する。
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第三者委員会

No：006 都道府県名：東京都 市町村等名：小笠原村

対象地域：小笠原諸島地域（父島、母島） 世帯数： 1,510 人口： 2,590

少頻度多量輸送時の１輸送あたりの積載台数
（コンテナ1基・トラック1基あたり）：

輸送事業区分：　自主事業 引渡実績集計方法：　離島市町村等集計方式

2022年1月1日～2022年12月31日

少頻度多量輸送以外の輸送方法で実施

■輸送経路

排出者 → 中間集積所 → 搬出港：父島ニ見港 → 受入港：東京港
→ 指定引取場所：中田屋（株）千葉工場

総輸送時間： 46時間 50分

2,326,330

940事業実施期間中の
輸送量（台） 369 24719
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海上輸送を行う者：
小笠原村から補助を受けた第三者

事業実施期間：

　総輸送距離： 1,043 km

　①排出者の負担は助成単価と同額分軽減されていると認められる。

　③小笠原村の責務（Ⅰ．及びⅡ．①、②の責務を除く。）は適切に遂行されていると認められる。
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交付した助成金額（円） 870,840 21,850 135,120 700,780

　②対象地域からの排出量の全てが、輸送事業の対象になっていると認められる。
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